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2004年４月 17日(土) 定例研究会報告 
テーマ： 需要の飽和と構造変化をともなう成長モデルと実証研究 
報告者： 松前龍宜（東京工業大学大学院） 
時 間： 午後３時～午後６時 30分 















2004年５月 29日(土) 定例研究会報告 
テーマ： アメリカの田園都市ラドバーン訪問記 
報告者： 黒田彰三（本学経済学部教授） 
時 間： 午後１時半～午後４時 





















報告者： 内田 弘（本学経済学部教授）・黒瀬直宏（本学商学部教授） 
時 間： 午後４時～６時 














及した。しかも、small worlds network は、(1) 現代中国の経済開発戦略モデルとなっ
ている「輸出加工区」の「後方連関効果」が起点になって当該地域に生成する経済圏や、
(2) 13 世紀ノーフォクとヨーロッパ大陸との関連や、(3)『ドイツ・イデオロギー』の
原蓄論に見出せることを指摘した。ついで、ゲストスピーカー黒瀬所員が内田報告にた
いしてコメントし、さらに黒瀬論文をめぐって質疑応答と討論が展開された。中国の内
部と外部という区別はグローバル経済の現代では有効ではないとの見解とともに、外部
の多国籍企業の「資金と技術」は中国国家が供給する内部の「安価な土地と安価な労働
力」と接合可能であるという指摘がおこなわれ、温州人のエートス的特性とはなにかを
めぐる比較史的検討の必要などについて議論された(文責・内田弘)。 
 
